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日本海盆地殻断面の調査
一「しんかい2000」による奥尻海嶺西縁断層壁の観察－

徳山英一 ＊ｌ 介本真一＊ｌ 徐　 垣＊l

宮下純夫＊2 竹内　擘＊3 門馬和人 ４゙ 田中武男゛4

４回の潜航調査が「しんかい2000 」を 用いて日本海埀尊，奥尻海嶺 で行ｔ］れた。

その結果Ｎ タイプMORB の 自破砕玄武岩質溶岩とそれをおおう堆 暁岩が奥尻海嶺

の 西の急謚Sと芻出して いることが判明した。 亊前に 行われ た多皿受僧式音波探査紀

録によれば。このＳＳは 断麪崖 であり。枚数の東傾斜の低 角逆断壜が認められ，さ

ら|こ奥尻海嶺上の音響§ 序は 日本海盆のそれと同一と考えられる。 したが って，奥

尻 海嶺は 日本海盆の背弧海盆海洋嗜駮が低角逆断屬|こよ ってせり・ がったものと推

定される。断屆ｌ は海洋地殻の断面を露出してい るのであ る。

主 スラスト|こよる奥尻洵枷のせりよがりが，今後継続すると，現在では未受連な

back.th ｒｕｓtｉｎｇ の成 及を引起すと予測さ れる。 つまり ，主 スラストとそれ|こ倅う

back-thrusting の 発達は ，下盤から上盤を くさ び型状|こ引き剥すものと考えられ

る。こ の引き剥された背弧海盆の地塊 がいわゆるオフ４オラ４ 卜と呼ばれるもので

あ る。

D≪ep-Sea Submersible  Survey of the Exposed  Profile of the

Japan  Basin Crust

― Observation on  the Fault Scarps Bounded  by the Western

Margin  of the Okushiri Ridge, off West Hokkaido  -
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Four  submersible dives between  1270m  and 2000m  in water depth were

made  in the Okushin  Ridge  located at the eastern margin of the Japan Sea
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by  "SH1NKAI  2000".  Brecciated pillow basalts ofN-type  MORB  and over,

lying sediments were discovered on the western slope of the Okushiri Ridge,

A  seismic profile on  which  diving points were  nearly located reveals (hat

the western slope of the Okushiri Ridge is fault escarpment  formed by several

east-dipping low^angle thrust faults. Basement  and  overlying two sequences

are acoustically correlated between  the Okushiri Ridge and the Japan  Basin.

All available data including diving observation lead to the conclusion that

the Okushiri Ridge  is composed  of  an occanic crustal structure equivalent

to the Japan Basin. The fault escarpment  exposes a section of back-arc basin

oceanic crust.

Subsequent  upthrusting of the Okuslun  Ridge  will cause enhancement

of  back-thrusting, presently immature  comparing  with (he main  low-angle

thrust fault. The  main  thnsst fault and back'thrusting will detach a hanging

wall from  a foot wall as a wedge  shape. The  detached  block  composed  of

back-arc basin-oceanic crust is presumably  called as "ophiolite".

1. は じ め に

オフ ィオライト とは， 隆起し たマ ント ルない し

地般の断 片とされており， 元 来， 地下深 部にあ っ

たはずのオフィオラ４ 卜がどのよ うに 地表へと移

動 したかという問 題は， オフ４オライ トの搬 入

(emplacement) と呼ば れ。 プ レートの沈み込 み

帯ないしト ランスフ・ 一ム境界で 生じ ると解釈 さ

れている【Ｃｏｌｅｍａｎ，】977）。例え ば，Del 呎y

and Ｂｊrd（ ）970）は 収束境界で大陸地殻 にlj上す

る淘洋地殻やマ ントルのメカニ ズムを提･n してお

り, Coleman  ( 1971 )は オブダク ションという概

念をもちいて’トルード ス　タ４プ<  Trood ・ｓ lype）

のオフ ィオラ４ １の搬入 プロ セスを説明してい る。

しかし， 搬入問 題の理解 には， 依然 として 不明な

点が多 く残されている。

筆 者らは，こ のオ フィオ ラ４ 卜搬 入闘題 叔こっい

て, kinetic analogy と して 現在島弧に 付jllされ

つつあ ると考えられる日本晦盆東縁， 奥尻海嶺に

注目していたが，今回「しんかい2000」による涓

航悶査を行う機会を得た（ 閥 １ ）。

いわゆる日本海朿縁とは，新潟沖から北海道匹

方沖の活褶曲および活断層帯を指しており，海廿，

とト ラフが複雑に入り込んだ･海底地形が認められ

る。この一連の構造帯のうち，北梅道西方沖に扨

置する奥尻海嶺はほぽ南北Sこ延び，幾つかのブロ

ックがエシェロン状に配列している。今向渦航丿

査を行った北緯4f 付近は， 東京大学海洋研究所Sこ

よってすでにマルチチャ;／ネル音波探査が行われて

いる。この結果に基づき漸航調介が行われ， 奧か

海嶺西縁の断層崖に日本海盆を構成する海洋垉留

が露出していることが確認された。 本論の目的は

今回の附航調査で観察された断罔崖の様子を述べ，

採取された原地性の岩石試料の分析結果を踏まえ。

奥尻海嶺の形成 発展史を考察することにある。



2. マルチチャ ンネル音波探査記録

図 ２に示すLine卜ＭＣ１は, £1*44'°線上を日本海

盆から奥尻海嶺を経て武蔵海巓1こ抜けるマルチチ

ャンネjレ（6ch ）音被探査記録であ る。 この記録を

みると，地殻はEI 本洵盆および奥尻海嶺で， 併せ

て三つの屑，最下位の音響基盤（・ Ξ 屆 ），堆積

舮1下部（ 第二駟 ）と上部（ 第一韜 ）に区分できる。

第二励と第一屑との境界は海底面下約0.4 秒のと

ころにある強い反射而で区分される。

日 本梅盆下に 見ら れる音響基騅上而は海洋畦地

殻“layer II ‘ 上|廚こ対比 され ると 考え ら れ る

C Ludwig et al.｡1975 ）｡Ｈ夲海盆東部の ”layeｒ

】1”上而は 他地峨 に 比べて変化に富み， 上下に

1111凸 し てい る だけ でな く， おお きく 傾動 して

い るように見える。Line- ＭＣＩでは，奥尻海佃の

ド ヘと傾勤しながら潜り込 んで いく 様子 が見え

る。 奥尻海嶺を 砺成する基盤は，日本掩 盆のそれ

と馴似している。 しかし， 海嶺を 搆成 す るＭ 盤

は，・ 闘川で卩II凸を綵り返 しており，日本海盆の

それとは様相を 餮｡にしている。

上位の堆積Ｍは，E1 本洵盆および奥尻海嶺のい

ずれにおいてもー様に堆碵しており， 音響学的に

|ﾇ|】 潜航調たの14周ならびlご７ルチチャンネルプロフ

ァイラーのjlDI楾SI J11印が潜航調査｡点。

1 Location map of diving ｓitｅ and track

line of multichannel seismic reflation

profile. Open ｓlar indicates diving site.

図 ２　 喇尻函嶺を 啝西に 切る北緯剩 線゚|:の7j,｡･F･FI.ンi.４･,lr，･,･f･,－とぐｉ】解釈｡ 』司41 のUpper  sequence  ･ Middle

sequence およびＬｏｏr ｓｅq,ｌｅｎｃｅ は ，夲匈|叨ｌ 一一層，第二層ならびlて碪ＥＭをさjゝi釉IMj説|lll本文を参照。

Hi*.  2 Mldt ｌｃｈａｎｎｅ】ｓelｓⅢlc l･efleclion profile l･Ⅲniinjg  across I  he Okl ｓ1111･i Ridge in K-W

djreclion alld il ｓ interpretation.
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は日本海盆と奥尻海礁では同様な削序をもつもの

と解釈される。しかし， 奥尻海嶺の麓では堆蟄物

が厚く発達している。これは一部謚錐性の堆積物

が堆破しているためと考えられる。また，奥尻海

嶺の項から崖にかけては， 滑動したと解釈される

第一屑が直接第三加を覆っている。

音波探査記録をみると，幾つかの断層帯が認め

られる。この断層帯によって，奧尻廊唹周辺は，

幾重にも切られ複雑な地質構造を髦している。そ

のうちのもっと も大きな断層帯は，日本梅盆と奥

尻海嶺との境界に位縫する。この断層帯は， 主ス

ラストとそれに伴う幾つかの副次スラストから櫛

成されている（ 図２ ）。この主スラストは，日本

海盆の沈み込みにともなうデコルマであり， 低角

な逆断層として滑っていると解釈される。地裏付

近では，この主スラストから派生したと考えられ

る副次スラストか見られ，特に，往復走時で2.6

杪（ 水深約2.000m ）以深の基盤（ 第三層 ）内に

発達する。このスラストによって変位した日 木海

盆と奥尻梅嶺の基盤の垂直変位は,’傾勤を補jEし

ても往復走時で約１秒に逹する。おそらく， 主ス

ラストを中心にした街上運助により変位したもの

と考えられる。

これに対して， 奥尻海嶺と武蔵海盆との境界に

位置する断層帯には，主スラストとは逆向き西傾

斜の幾つかのスラストが認められる。a･ 波探介記

録から，これらのスラストは深度が増すにつれ低

角にかわるリストリック断層と判断でき， 一本の

断層に収束していくようlこ見える。 地表付近では，

いくぶん口角になっていくことから， 多少の喩ず

れ成分を含んでいるようにも見える。このような

形態ならびにテクトニ･フク･セフティングから刊断す

ると， 奥尻海嶺と武蔵海盆との境界は， 先の主ス

ラストに対するバックスラストと 考えられる。他

方，奥尻海嶺 上の地形的鞍部には，西南北海遒の

黒松内低地帯（ 構造帯 ）から石部海底谷へ延びる

活断附帯がある。この断層帯と先のバ･フクスラスト

との問は，綟い背斜構造をなしているが，これは

ｔ スラストと バックスラストに挟まれたくさび型

ブロックの変形（ 褶曲 ）構遥と解釈される。

3. 観 察 事 実

今回の「しんかい2000 」を使-ｺた潜行調査は，

1988年７月20日から27日にかけ，合al･5皀|の榊行

詞査が行われ，そのうち４回をほぽ北緯44° 線に

沿うト ラバース調査|こむけた。 実際の潜行詞杳は，

断層崖（ 水深2,000m から1.270ml てかけ ）に沿

って，肉 眼観察，写真およびビデオの撮彫をおこ

ない，マニピュレーターをもちいて岩石 試料を採

集（合3t29個の岩石試料と２個のミニコア試料）

した。

観察Iμ実から求められる奥尻西縁断層諠の概念

的断而を図３に示す。 この断而は，主として筆名･

の一人徳山の タイプサイト（ 北緯44°00 00線 上:

を中心としてまとめられたものである。肉眼な！

びにビデオlCよる検討結果からすると，2,000 「

以浅でＱられた断射1,1!は，地形的に人きく ４つ

（2,000 －1,910m ，1.910 －1,850m ， 1.850m

－1.790m ，1,790m 以戊 ）に区分される。もっ，

も深い鳩所に位i?9する2.000 －1.910m 付近は,j

較的 ゆるい斜面地形【 】:33.3  ) をなし,海底|

は陀貿な堆積物1こよって榿われている。ときお･S

自 色にライ日こ光る堆積岩や火U,|岩の角礫（ 数（

から≫lOc・径 ）が砲め られ， そのIltは， 水深がi

くなるにつれ， 徐々に増す傾向にある。このよ

な比鮫的 なだらかな地形も水探1,910m まで 上1
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すると，そ の様相がかわり， 窓のそと1こは直径数

10m ないし数 ｍにおよ ぷ巨大な礫が出現 しはじめ

る。 淘庭地形は水深1.910m 付近を境に変化 し，

急勾配（ １：1.7 ）となる。 一部の角 礫はその大

きさ（ 直径数ｍない し数10m ）のため， 断層崖に

露出 する露頭そのものと誤解す るほどであり，こ

のよ うな角礫が 蟆つ も重なり地 形的 には疝錐性 口

ウプ（lolｘ ）をな している。 角礫 の表面は，生物

の殼によ･・て覆 われてはいるが， 潜水船を近づけ

その岩相を詳細に観察 すると，こ れらが枕状熔岩

（pillo ｗ laｖａ）ないしb  recci ated pillow basalt

からなることがわかる。 筆者らの一 人徳L1」は，こ

の場所を， 巨礫の范場と 名づけ た。

実際の断層崖 の裾頭は， 水深1,850m からは じ

まる。それは，7｛｝゚以上 の傾斜を もっ絶 壁で，pi･

|loｗ basalt や'breed at ed pil】ow basalt か累 々

と眤出している（ 写真ａ及びｂ ）。 このような壁

1こは，時折， 今|ｒ も剥がれ落ちそうな ブロ フク

（ 辛うじて引っ掛 かっている ）が観察される。 そ

の剥 がれ た面が非常に新鮮で あるこ とから考えて，

こ のような ブロックの崩落が現在 も起こ って いる

と 考えられる。 さきの巨礫 の墓場に もたらされた

礫は。 主と してこの壁から もたらされたと思 われ

る。

廊戚地形は， 水深 】｡790m 付近で 再び緩くなり，

ノッチ（ ｎｏtch ）状の地形かrllられて いる。 これ

は数㎞|衵こ離れた，宮 下タイ プサイト|こもみられ

る。 ’ノ･。チ ’li（ 水深1,790m から1.750m ま

で ）はjt 較的 平坦な地形をしており， 一部に， 地

形的凹 部が認め られる。 洵底面には，泥に覆われ

ているが， 再移勍して きたと 考え られ るbreccia･

ted pi] tow basa 】tや堆積岩（ 主として泥 轡 》の疎

か散在している。 注日 すべきこ とに， この ”ノッ

チ ’地形 の心下には， 数10m の厚 さを もっ 珪貴な

い し火1」|灰質の 泥岩からなる堆積物の駲娚 造がＳ

められる。 この 哨借造（剞理耐）は， 誥曲してお

り， ビデ オの映 像から判断すると 褶曲は 非対称に

発達しており， 変形構造と判断される。

海底面は， さらに， 水深1,750m 付 近から その

勾配を増 し， 岩石の露出とともに絶 壁とな る。こ

の絶 峨は， 水深|｡675  m まで連続し，ｉ と して

breccia  ted pilJow baｓall が絮稻 してい る。 水深

1､675m 付近 から海 底lfijは 再び ゆるくなり，そ の

表面を 泥 が猥 う。 図31 こ示すよ う|こ， 水深1,668

m 付 近 で堆 積岩 が広 く露 出し てい る のを確認す る

こと が で きる。堆 鎰 岩 の層理は 幾度 も緩り返 し，

互屑状 を な してい る。 これより 以 浅（ 水深1,2?0

m ま で ）で は， その 表層 を覆 う泥 のカ ヴ７－と時

折の ぞ く堆 積岩 の露 頭と が繰り返 し分布 する。

4. 賦 科の 分析 結 果

潜行 調 査 によ っ て得ら れた岩 石試 料は，原 地性

な い しは露 頭から それほ ど離れ てい な い露頭岡辺

の転石 で， 従 来の ド レ ッジ試 料とは 質を 異に して

い る。 堆 積 岩の試科 は ， すべ てが 水深1,675mg

浅 の 場 所 か ら採取 され た。 堆積 岩は， 珪 質泥岩な

い し珪 藻 土 とシル ト質 の ターピ ダ イ Ｈ こ大きく区

分 する こ と がで きる。 産 状から 判 断 して，両者は，

亊遠 洋性 の 珪 質泥岩 と タービ ダ イトと の互騷をな

してい た と推 定され る。 半還洋 性珪 質 泥岩 には，

睦 源性物 質を 含 ん でお ら ず, volcani  c gla肪 お よ

び粘 土鉱 物 を餘 けば ， そのほ とんど が珪 藻からな

る。 含ま れる シ リカはopal-A で ， 続成 作 用 が ま

だあ まり 進 ん でいな い こ とを示唆 してい る。泥質

岩 試 料の な かdとt calcite nodule  ( 354 3-1 試

料 ）が含 ま れ ており， こ の試料に つ い て， 安定同

位 体 の測定 を 行った。 結 果は ∂13C が －19.2 ‰ ，

∂1s Ｄ か ０,６ ‰（ ＰＤＢ ）と い う僖を 得 た。仮 に，

安 定同 位 体 比 が海水 の それ と同 じであ ると 仮定 す

る と,  *'･ Ｏ よ り 求 め られる ノ ジａ －ル形成 畤 の

・ 度 は ，お お よ そ15 ℃ とな る。

‐ 方 ， シル Ｆ岩質 タ ービ ダイ トは ，生 物 擾乱が

迴ん でいる。 オ リ ジナルな 堆 積構 造が 破壊 され て

い る場 合 も少 な くない が ，Ｂ・ｕｍａ sequencd の

ｎ ｘｄ な い しTcd を 呈 し てい る･  alkali feldspar

plagic χlaｓｅ ，qｕａrtz を 主 体IC しp amphibole.

clinopyro χ;ene, volcanic glass ， glouconite お

よ び木 片を 含ん でい る。 この よ うな 組 成上 の特徴

6 らヽ 判 断 す る と ， ア ル カ リ 岩 か ら な る 火山口

が主 た る供給 地 と 考えら れ る 。産出 す る珪 藻化石

から 堆 積時 代は ，3.7 －5. １Ｍａ（前期鮮 新 世 －

ｉ 期中 新ll! ）と 同 定さ れ た（ 嵯峨山，1989 ）。

採 取 され たbra2ciated pillow basalt は ，011･

riiie- plag〔χlaｓe phyric basalt ， clinopyroxene

jhyric basalt な ら びにaphyric basalt か ら なる。

これ ら 玄武 岩は ， よ く発 泡 し ており，残 さ れ た気



泡 の跡（ 平 均2c ●径 ）をcalcite やcalcic zeolite

が 充 填 し てい る 。 こ の よ うな 高 い 発 泡 度 の 玄武 岩

は ， 比 較 的 高い 含 水Ｑ に よ る もの と 考 え ら れる 。

変 質 は 進 ん で お り ， ガ ラ スは 主 と し てsmectite に

か わり て い る。 熱 水 変 質 を 受 け てい る 可 能 性 が 高

い 。

Ti-Zr 彳 ダ イ ア グ ラ ム中 では ，Ｎ- type  MO

Ｒ Ｂ に プ ロ ッ ト され ，Ｍｇ,AI- Ｆｅ ダ イ ア グ ラ ム

lとお い て も同 様|こN-  type Ｍ Ｏ ＲＢ Ｒ:プ ロ･。卜 さ

れ る。 ま た，ｃ】ｉｎｏｐyｒｏχｅｎｅ やChr Ｏｍｉａｎ･spinel

の 化 学 組 成 は ，iｓland- ａｎ=thdeiit ｅ と は こ と な

り ＭＯＲＢ と対 応 し てい る。 し か し, incompati･

ble e 】ｃｍｅｎtｓ は,  back･ arc ｂａｓｉｎ basalt と の 類

似 性 を示 し てい る 。

一 方， 奥 尻海 嶺 北方 海 洋 海 山 か ら は ， 現 在 ま で

種々 の 堆 偵 岩 順が ドレッジされ報告 さ れ て い る 。 こ

の うち ， Ｃａｇ 鈿∂dllｓcｓ冫冫ａゐ・ を 産 出 す る 灰 白 色

の 珪 藻土 な い し珪 質 泥 岩 が 報 告 さ れ てお り（ 宮 下

他 ，1987 ）， そ の 時代 は ， Ｈ ．５Ｍａ から12.9

Ｍ ａ と同 定 され てい る（ 嵯 峨 山 ，1988 ）。XRD

を も ちい た分析 結 果 で は ， こ の珪 藻 土中 に 含 ま れ

る シリ カは ， す で にopal  - CT に か わ っ てお り ，上

述 の鱚 新 世を 示 す 珪 醐 土（ 珪 貿 堆 積 物 ）とは ， 結

成 の 程度 が 異な ってい る。 し か し ， 今 回 潜 行 調 査

が 行 われ た北緯44 °線 上 で は ， この よ うな 堆 積 岩

試 料 は 得 ら れ て い な い 。

5. 考　　 察

5.1　 日 本海 盆 の 海 洋地 殻 の 钁 元

粛 水調 ﾁﾞfの 結 果得 ら れ た 断 洌 翊| こお け る 岩 相お

よ び産状 は ， 先 に 述 べ た 音 波 探 轟 記録 か ら の 推定

結 果と も合 致 す る も の と 考 え ら れ る。 音波 探 介 紀

録 か ら 続 みと る こ と の で き る，“ａ･響 基 盤 ” の上

限 境 界は 。 奥 尻 海嶺 付 近， 特 に 内 緑断 層 で 水 深 約

】,700m 付 近 に 迅 跡 さ れ ， 附 行調 介の 結 梁 得 ら れ

たbreccia  ted pillow basalt の 上 限 境 界 と ほ ぽ 一

致 する。 し た が っ て ， 筆 者ら は ， 音 波 探 査 記 鉦 か

ら 音響学 的層 序 と 涓 水船1 こよ る 露 頭 観 察 と の 紡 緊

が 対 応 す る もの と 考え ， こ れを 奥尻 海 嶺 ば か り で

な く， 日 本梅 盆 に も 広くあ ては め， 本 調 査 地 域 全

体 の海 洋 地殻 」二部 の 川 序 の後J1; を 以l ’に 試 み る。

日本 海 盆に は ， 本 調 査 地 域 で 確 認 さ れ た 第 一舮1

が 広く 分 布 す る。FI 本 海 盆 の深 海 平坦 而 上 のDS

ＤＰサイト 301ではI 後期中新 世から前靭鮮新世

の堆畩物がやはり掘削されている【Karig,  Ingle

etａ】｡，】975）。それによると,第一層をな す堆稻

物は， 泥質畦藻土ないし珪髄質泥岩，細柆砂ない

しシルト貿泥岩及びシルト質砂岩からなり，X）・-

Itcuio戸sis Kant㎡schaii‘ごａ が多産する。また，北

海遒西部域には，おおきく三つの新第三紀堆翦盆

が分布するが，そのいずれの堆拮盆でも。 同様な

堆積物がこれを埋積し， また，∂g,gfjllC㎡(opsis

ｇｏｌｌｆｇゐ。Xicaが多産すといった特徴が認められ

る【 例えば，福沢， 】985）。したがって，このよ

うな岩相な らびに生物相の類似性から， 第一屑の

連続する奥尻海嶺を間にして日本海盆から北海道

西部域にかけて，この時期， 同様な堆稻環境μ:あ

ったと推定される。

第二瓲は， 本潜航調査地域では，確認すること

ができなかった。その理山として，音波探轟記匐

にも現れているようSこ，上位の第一層 が断Mnl に

沿って册侑し， 直接第三IMと接しているためと冫S

えられる。一方，奥尻海巓北端 部海洋陶山のドレ

･フチ試料からは，中 期･･II新世後期【11.5- 】2.９

Ｍａ ）を 示す珪藻土が報告されている（ 嵯峨山，

1988 ）。 上述のように，ａ まれるシリカは。ｐｊ･

ＣＴ になって いる点 からも，明 らかに今回 の潛酊

詞介で得られた鮮新世のそれとは災なる。 音波櫑

査記録が示す第二層は中期中新世後期の珪藻±4

含む堆積岩からなるものと思われる。

第一屑と第二層から産出した珪藻化石を繋く哺

中の化石が現在見つかっていない。 ドレ･，チ試粐

からは，両者の中間的な岩層を示すようなもの｛

ないではないが， 両屬の駲序学的関係|てついて1;

不明である。

第三射（ 音響基盤 ）については，これも日 本i

盆から奥尻海嶺ならびにより康部の地城にかけ，

広く辿続して分布している。 しかし，ここ奥尠ａ

巓では，第三射が断層によって変 位し， 断層面|･

そって嵐山 することは，明らかである。したがｰ

て，下者らは 水深1.670m 以深に露出するpill（ｎ

ｂａｓalt か，|| 本洵 盆から辿 観 す る海洋地i

gl･ｕdｗig eいll，1975 ）をなすもので，これが1

起し西縁断Ｍに沿･j て露川したものと考えら41芒

上位の堆積冫;1こ比べ冫iしく変質しており， 上F

の第二層との駲序学的|餬係は，非整合と 考え らi



る。

5.2　 奥尻海嶺西縁断 層の形成発達史

マ ルチチャ冫/ネルプロファイ ラーか ら判断すると，

奥尻 海嶺と日 本海盆とは， 東に傾斜 する低角衝上

断麟（西喙断層）で 墳され る。 この断層は， ’la-

yer ］l”から なる基盤の大規模な変 位を俘ってお

り， 地表付近で は上 部にむか って放射 状に開いた

形をとる（ 図 ２ ）。 と くに断層崖の根 元付近で叺

第二鬯は 音響学 上無構造とな り， 断屑 の変位に 伴

う ド ラッグや褶曲構造を 見るこ とができないが，

こ れは 断 ㈹ 活 動 に よ る強い変形を陂 ってい る為

と思わ れる。こ のことは，第 二㈹が特にこの部分

で 厚くな ること と無関係ではな く， 強い変形に 伴

い 本川が 見掛け 上。 厚 憫化し たものと考えられる。

第二層と第一 別とを 塊する 反射而は， この断層

翊のロウ ブ地形 に沿って 上向きに延びており， 断

川川に アバット してい る。 現在断刷周辺で は， 地

層 がａ響学的に 黛構造となってい るため， 断層の

運 助史の推定を閑 埓な ものにして いるが， もし，

こ の両層を 境する反射血が， 元 来平坦な ものであ

ったとす る仮定が成立するならば， 断捫の主たる

活動は， 第二川を 観う第一 層最下 部凶の堆積後

（ 前期鮮新 せ以 降 ）ということになる。事 実この

反射 而は， 奥尻海嶺上や日本海盆において も常に

平坦 な而をな してお り， 例外なく地層面な いしそ

れとｆ 行し ている。 騨細に 険討すると，胴月1面を

切るよ うに 発達するマルチチャンネルブロフｙイラ

一中の 音響学的眺質から，こ の反射 而はB  S  R

（ Ｂｏｌt・ｍ simulating reflector ）と判断される。

予察的 に行われた第一川な らびに第二胴中 の哇質

堆積物 のＸＲＤ 分析 の結果から， こ の而を 嶝に珪

質堆積 物巾の シリ カが，。pal  - Ａ からopal  -CT

へと変移 する ものと 推定され る。

断層の 形態 や構造 の特徴から考え ると，四 縁断

Ｍは, Harding and L  owcl I （1979 ）のｃｏｎtｒａ･

ｃtional block fault のそ れにも っとも類似してい

る。 しか し， 断 層の規模 とい った点で は， 本断 咽

はHa  rding ａｎｄ しｏｗell（1979 ）のそれ と は 異

なり，明 らかに 大規模で 垂|貞変位が著しい。また，

断 ㈹の簡斜もいくぶん緩 く， 必 ずし も向じもので

は ない。 しかし, contfactional block fa ｕltは，

低 角で 大規模な変 位阯を もつ断 層へと 変わるこ と

が，米国ワイオミングのWind River thrust 等で

報告されている（ 例えば, Harding  &  Lowell.

1979 ）。

奥尻 西緑断層が面上断屆であることは，マルチ

チャｙ和レプロファ４ラーの結果から明らかである。

一方，奥尻海嶺は，復つかの断層に墺されたプロ

･。クからな。ている（ 図２および図４ ）。図４に

示すよ うに，こ れら ブロッ クの配列は， 地形的に

エシェロン状をな してい るように見え， さらに，

個々の ブロック境は，直線的 な断叭而がその端

（ 南剛 ）で 急激にＭ 曲する特 徴がみられる。この

よ うな形態上の特 徴は, dogleg boundary （Ｈａ･

rding ａｎ（Ｉ Ｌｏｗｅ凵，1979 ）と呼ば れ， 伸長場の

block fa ｕl凵 こよ く認められるもので， 先の音波

探 査記録 の結巣が示す スラストとはそ の成因を 児



にしているように思える。Ｌａｎｍａｎｄ and Jot  i-

vet (1986) は，北海道の陸上の地質の特 徹 から

日本海盆の東緑は，リフティングの時に右ずれ成

分をもつ剪断帯となったと考えた。上述の北緯44°

線上の例に見るように， 奥尻海嶺西禄断層は基盤

をも深く切るiutrabasement thrust であ る。深

部まで深く切っているiutrabasement thrust は，

既存の正断層面に沿って両活動したものが一般的

と考えられている。（Ball ｙ，1975 ）。 したがっ

て，奥尻海嶺西縁断層は，日本海盆の拡大期に右

づれ成分をもつwrench fault であったのが,後に

tectonic ｉｎヽ *rsionを起 こし， 現在は音波探査記

録でみるようなdeep-sea  ted t hrustに変わったと

考えられる。

6. ま　と　め

ここまで述べてきたことをまとめ， 筆者らの考

えた シナリオを図５に示す。日本海の拡大に伴い，

日本海盆にはMORB が形成された。その時， 奥

尻海嶺周辺は伸長場に位置し，後に奥尻梅嶺西縁

断層とに発逮した断冖は，右ずれ成分をもった

wrench fault として活助を開始した。その後，

珪藻土をはじめとする珪質堆積物がMORB を覆

い，日本晦盆全体に堆積した。 前期畔新世になっ

て奥尻海嶺周辺にアルカル岩貿の火山島か出現し，

シルト質のタービダイトを堆積させる。 また，日

本海盆の中央部から堆積盆が広がり，珪質堆積物

が広くこの堆積盆を磑う。このころから, tecton-

ic inversion が生じ，それまで正断肝であった断

刷面を利川し, deep-seated thrust が形成され活

動しはじめ る。同時に，その背後でback-1  hrust･

ｉｎｇ が生じ， 奥尻廊嶺がまわりの海洋地殻から剥

ぎ取られた形となる。

もし，このようなシナリオが正しいと するなら

ば，近い将来海洋地般を もつ 奥尻淘喞は，back･

thrusting の発達に伴い，まわりの海洋地殻から

完全に離れ，北海道（ 島弧剛 ）に付加されるよう

になる。このような過程は，まさに地質時代に幾

度も生じたであろうオフィオライトの搬入過程で

あり，奥尻加嶺のこのような一連の形成プロ セス

は，現在進行するオフィオライトの搬入の実例で

あろう。

最後に，今回の潜航洲査ではｊ しんかい2000 」

図５　奥尻梅嶺の形成のシナり才

Ｔは読者に向か。ての変位をまたＡは逆向きの

変1;£を表す。

Fig. ５ Schematic model ｓhoｗｉｎｇ an uplift

of the Okitshiri Ridge. T,  displace･

ｍｅｎt toward ｖieｗｅr ； Ａ， away  from

viewer.

を もちい たため。 潜水限界と の関係で2.000m 」

浅でで の梅洋地殻断面 の観察 しか行うことがで;

なか った。 しかし， 音被探汽記録では より深 部･

海洋地殻 がこ の断捫・ に露山 してい る。 今 後,「

んかい6500 」を 使川 するこ とで， より深 部のi

洋地般 が観察 されるよ うにな ることを期待した1
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